
１　第7209号　2020年（令和 2年）２月２２日㈯

　

4面掲載
・ 

７
市
町
内 

ひ
な
ま
つ
り

  

ひ
な
め
ぐ
り

・ 

イ
ベ
ン
ト
情
報

新
連
載「
幕
末
維
新
　
山
口
れ
き
し
散
歩
」

県ドッヂビー大会参加者
募集中
記録保持者・大内さんのデモプレーも

適
な
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ

ー
ツ
」
だ
。
同
大
会
に
は
２

０
０
５
年
の
初
開
催
以
降
、

の
べ
８
０
０
人
以
上
が
参
加

し
て
き
た
。
①
小
学
生
低
学

年
②
同
高
学
年
③
一
般
④
個

人
参
加
の
４
部
門
が
あ
り
、

①
か
ら
③
ま
で
の
エ
ン
ト
リ

ー
は
27
日（
木
）
ま
で
。
④
は

当
日
の
直
接
参
加
も
可
能

だ
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://ygfda.aikotoba.
jp/top.html

）
を
参
照
の
こ

と
。
問
い
合
わ
せ
は
、
吉
野

信
朗
さ
ん
（
☎
０
８
３

－

９

７

２

－

２

８

８

０
、

yoshino@yamaguchi-jca.
ac.jp

）
へ
。

　
当
日
は
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

の
共
通
テ
ー
マ
で
「
七
卿
落

ち
」（
２
０
１
３
年
）、「
井

上
馨
」（
14
年
）、「
高
杉
晋

作
」（
15
年
）、「
大
村
益
次

郎
」（
16
〜
19
年
）
を
本
紙

水
曜
付
に
連
載
し
た
、
郷

土
史
家
で
防
長
史
談
会
山

口
支
部
長
の
松
前
了
嗣
さ

ん
。
今
に
残
る
幕
末
維
新

に
関
連
す
る
場
所
を
、
毎

月
第
４
土
曜
日
に
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

１
）
体
育
館
で
開
か
れ
る
。

　
柔
ら
か
い
素
材
の
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
使
う
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
形
式
の
ゲ
ー
ム

「
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
」
は
安
全
性

が
高
く
、
運
動
不
足
の
解
消

や
親
子
の
ふ
れ
合
い
に
も
最

　
本
号
か
ら
新
連
載
「
幕

末
維
新
　
山
口
れ
き
し
散

歩
」
が
ス
タ
ー
ト
。
執
筆

す
る
の
は
、「
明
治
維
新

鴻
業
発
祥
の
地
、
山
口
」

　
第
15
回

県
ド
ッ
ヂ

ビ
ー
大
会

が
、
29
日

（
土
）
午
前

10
時
か
ら

午
後
４
時

ま
で
、
山

口
芸
術
短

期

大

学

（
小
郡
み

ら

い

町

ィ
ス
ク
の
遠
投
日
本
記
録

（
１
７
８
・
03
㍍
）
保
持
者
・

大
内
勝
利
さ
ん
に
よ
る
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
午
後

３
時
か
ら
）
も
、
自
由
に
見

学
で
き
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

29
日

01

孝
允
。
彼
は
、
１
８
６
４
（
元
治

元
）
年
７
月
19
日
に
起
き
た
禁
門
の

変
の
後
、
京
都
を
脱
出
。
但た

じ
ま
の
く
に

馬
国
出い

ず

石し

（
現
・
兵
庫
県
豊
岡
市
）
へ
と
逃

れ
、
そ
こ
で
２
５
０
日
間
に
お
よ
ぶ

潜
伏
生
活
を
送
っ
た
。
１
８
６
５

（
慶
応
元
）
年
５
月
13
日
、
山
口
に

戻
る
と
、
27
日
、
政
事
堂
用
掛
・
国

政
方
用
談
役
心
得
と
な
り
藩
政
に
復

帰
。
１
８
６
６
（
慶
応
２
）
年
１
月

21
日
に
は
薩
長
同
盟
を
締
結
す
る
な

ど
大
車
輪
の
活
躍
を
見
せ
た
。
こ
の

年
、
山
口
の
糸
米
に
住
居
を
構
え
る

が
、
下
関
や
三
田
尻
、
鹿
児
島
な
ど

出
張
に
駆
け
回
る
毎
日
で
、
静
か
な

生
活
と
は
お
よ
そ
無
縁
で
あ
っ
た
。

　
幕
末
に
は
、
長
州
藩
の
外
交
官
と

し
て
国
事
に
奔
走
。
後
に
薩
摩
藩
の

西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
ら
と
並

び
、
維
新
の
三
傑
と
称
さ
れ
た
木
戸

防
長
史
談
会
山
口
支
部
長
　松
前
了
嗣

木
戸
孝
允
旧
邸
跡

小鳥の鳴き声とせせらぎの音が

（
山
口
市
糸
米
2
）

修
行
道
場
禅
昌
寺
　
中
学
生
も
座
禅

修
行
僧
が
学
び
、
約
80
も

の
末
寺
小
庵
が
本
堂
を
と

り
巻
い
て
い
た
。
義
弘
が

さ
ら
に
多
く
の
寺
領
を
寄

進
し
よ
う
と
し
た
が
慶
屋

は
断
り
、
防
長
２
州
の
托

鉢
の
許
し
を
得
て
、
明
治

の
廃
仏
毀き

釈
し
ゃ
く

ま
で
民
衆
に

支
え
ら
れ
て
き
た
と
い

う
。

　
毎
年
３
月
、
大
内
中
２

年
生
の
生
徒
た
ち
も
学
校

行
事
「
立
志
式
」
の
一
環

と
し
て
往
復
10
㌔
を
徒
歩

参
詣
し
、
座
禅
を
組
ん
で

い
る
。

　
法ほ

う

幢と
う

山
禅
昌
寺
（
町
田

大
智
住
職
）
は
、
１
３
９

６
年
、
慶け

い

屋お
く

定
じ
ょ
う

紹
し
ょ
う

禅
師
の

開
山
、
大
内
義
弘
の
開
基

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。

　「
西
の
本
山
」「
西
の
高

野
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
高

名
な
修
行
道
場
で
、
開
創

当
時
は
１
千
人
を
超
え
る

No.181

小鯖

　
か
つ
て
は
修
行
僧
が
多
く
「
西
の
高
野
」
と
称
さ

れ
て
い
た
禅
昌
寺
。
現
代
も
地
元
中
学
生
が
立
志
式

の
一
環
と
し
て
座
禅
を
組
み
、
精
神
を
鍛
錬
す
る
。



本
号
の
サ
ン
デ
ー
山
口
は
全
６
ペ
ー
ジ
で
す
。大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、別
刷
り
と
ペ
ー
ジ
番
号
順
に「
合
体
」さ
せ
た
上
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。

2020年（令和 2年）２月２２日㈯　２ サンデー山口

　
あ
す
、
２
０
２
０
明
治
安

田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ
が
開

幕
！
　
初
戦
は
ホ
ー
ム
で
の

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
Ｃ
戦
で
す
。

　
16
日
に
あ
っ
た
決
起
集
会

で
は
霜
田
監
督
が
「
今
年
は

１
月
７
日
か
ら
合
宿
を
行

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
一
昨

年
、
昨
年
の
取
り
組
み
を
継

続
し
、
そ
の
上
で
新
し
い
こ

と
に
も
挑
戦
し
発
展
さ
せ
て

い
く
。
そ
れ
が
今
年
の
テ
ー

マ
に
な
り
ま
す
。
全
て
の
ア

ク
シ
ョ
ン
を
勝
利
に
結
び
つ

け
ら
れ
る
よ
う
戦
っ
て
い
き

ま
す
」
と
挨
拶
。

　
皆
様
の
ご
声
援
が
、
１
年

間
戦
う
選
手
に
と
っ
て
、
最

大
の
パ
ワ
ー
と
な
り
ま
す
！

ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

 １行記事　和﨑友花さん（白石中３年）が、８日にあった山口日英協会主催の第３回中学生英語レシテーションコンテスト（サンデー山口後援）の最優秀賞に輝いた。

「
ス
ポ
ー
ツ
と
人
づ
く
り
」

元
卓
球
男
子
日
本
代
表
監
督
の
宮
崎
義
仁
さ
ん

3月10日締め切り

聖火リレー運営ボランティア募集
（
香
山
町
）

－

中
央
公
園
（
中

園
町
７
）
間
で
実
施
さ
れ
る
。

　
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
課
（
☎

０
８
３

－

９
３
４

－

２
８
７

４
）
は
、
当
日
沿
道
の
観
客

整
理
を
行
う
運
営
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
中
だ
。
時
間
は

午
後
５
時
以
降
の
集
合
か
ら

約
２
時
間
程
度
。
集
合
時
間

や
場
所
等
の
詳
細
は
後
日
通

達
が
あ
る
。

　
応
募
条
件
は
、
今
年
４
月

２
日
時
点
で
満
18
歳
以
上
で

確
実
に
参
加
で
き
る
人
。
希

望
者
は
３
月
10
日（
火
）
ま
で

に
、
所
定
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
か

メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
７
５
３

－

８
６
５
０
　
山
口
市
亀
山

　
あ
す
23
日
午
前
10
時
20
分

か
ら
11
時
50
分
ま
で
県
セ
ミ

ナ
ー
パ
ー
ク
（
秋
穂
二
島
）

で
、
元
卓
球
男
子
日
本
代
表

監
督
で
日
本
卓
球
協
会
常
務

理
事
・
強
化
本
部
長
の
宮
崎

義
仁
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
ス

ポ
ー
ツ
と
人
づ
く
り
」
が
開

催
。
聴
講
無
料
で
当
日
参
加

も
可
能
。
午
前
８
時
半
か
ら

入
場
で
き
る
。

　「
実
践
に
学
ぶ
人
づ
く
り
・

町
２

－

１
、sports@city.

yamaguchi.lg.jp

）
へ
。
応

募
用
紙
は
各
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（https://www.city.

yamaguchi.lg.jp
/

内
、

聖

火
リ
レ
ー
で
検
索
）
で
入
手

で
き
る
。

地
域
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で

き
ょ
う
22
日
と
23
日
に
開
か

れ
る
、
第
15
回
「
人
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
イ
ン
山
口
」
の
行
事
の
一

つ
。
な
お
、
22
日
は
全
国
24

の
実
践
事
例
発
表
が
あ
り
、

自
由
に
参
加
で
き
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
県
ひ
と

づ
く
り
財
団
生
涯
学
習
推
進

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
３

－

９

８
７

－

１
７
３
０
）
へ
。

　
３
月
26
日

（
木
）
か
ら
始

ま
る
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
。

市
内
で
は
、

５

月

14
日

（
木
）
午
後
７

時
19
分
か
ら

８
時
ま
で
、

香

山

公

園

あす

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

5
月
14
日



３　2020年（令和 2年）２月２２日㈯

 １行記事　大内文化探訪会（ o-tanbou@c-able.ne.jp）が、２０２０年度公開歴史講座受講者を３月１５日まで募集。４、５、６、７、９月に１回ずつ、土曜午後に開催。

サンデー山口
「２０２０年新年写真コンテスト」受賞作品紹介
佳作「サンセット」

橋の欄干の隙間と夕日が重なるのを待って撮りました。

撮影者：吉岡岳志（山口市）　撮影日：２０１９年７月１５日　撮影場所:周防大橋（秋穂二島）
※すべての受賞作品は、サンデー山口ウェブサイト（http://www.sunday-yamaguchi.co.jp/
　shinnen/2020_shinnen_photo_winning.php）でもご覧いただけます。



2020年（令和 2年）２月２２日㈯　４サンデー山口

 １行記事　きょう２２日午前１０時から午後３時まで、阿知須の「ひなもん」づくりが山口ふるさと伝承総合センター（下竪小路）で随時体験できる。あすまでの展示も。

本
号
の
サ
ン
デ
ー
山
口
は
全
６
ペ
ー
ジ
で
す
。大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、別
刷
り
と
ペ
ー
ジ
番
号
順
に「
合
体
」さ
せ
た
上
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。



サンデー山口５　2020年（令和 2年）２月２２日㈯

 １行記事　あす２３日午後２時から、大殿小合唱部スプリングコンサートが県教育会館（大手町２）で。ＮＨＫ全国学校音楽コンクール演奏曲などが披露。入場は無料。



2020年（令和 2年）２月２２日㈯　６サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（http://w

w
w
.sunday-yam

aguchi.co.jp

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。




